
 
                                                                

 

 

 

 

校庭の桜はすっかり落葉し、急激に冬が迫ってまいりました。花壇では 

２度の台風襲来に耐えた皇帝ダリアの花が目を楽しませてくれています。 

１１月２２日の朝会で、「勤労感謝の日」の話をしました。もともとは 

「新嘗(にいなめ)祭」という、その年の収穫物に対して感謝をする「祭日」 

でしたが、1948 年に制定された祝日法によって「勤労を尊び、生産を祝い、 

国民がたがいに感謝しあう日」として国民の祝日「勤労感謝の日」となったそうです。 

「勤労」に「感謝」する日ということですが、「勤労」の意味は？と尋ねてみると、 

「働くことかな～」等々、一人ひとり考えていました。「勤労」を辞書（広辞苑）で調べ

てみると、次のような意味が出ています。 

  

 

 

勤労というと、報酬を得て仕事をするイメージが強いかもしれませんが、本来の意味を

考えると、金銭を伴わない精神的なサービスなども含めたすべての労働について感謝する

日ということになります。 

私たちの生活は、どこかで働いている多くの人のおかげで成り立っています。例えば、 

給食では、食材の生産者、それを運搬する人、商品として販売している人、注文する人、

購入した物を届けてくれる人、調理する人…。そこには、献立を考える人、給食の食材の

安全を管理する人なども関わっていますし、校長は事前に検食をして安全を確かめていま

す。もっと突き詰めていくと、生産者が安全でおいしい物が作れるように、肥料を開発し

ている人がいたり、水を供給している人もいます。運搬では、車両を生産している人もい

れば、ガソリンの供給に関わっている人もいます。たくさんの人々がお互いに関わり合い

私たちの生活は成り立っているのです。 

学校生活に目を向けてみても、周りの多くの「勤労」に支えられています。給食当番や

掃除当番などは、わかりやすい例です。みんながやらなかったら給食は食べられないし、

教室も汚れたままで気持ちよく過ごせません。だからこそ、みんなのためにしてくれてい

ることに気付き、誰かの仕事に感謝する姿勢をもち、たくさんの感謝を見つけてみてくだ

さいと話しました。どれくらいの感謝を意識することができたでしょうか？ 

さて、いよいよ１１月３０日には「４０周年記念式典」「AZAICHI40 さい おめでとうの

かい」が開催されます。40 周年記念事業実行委員会の皆さま、児童代表委員会を中心に、

準備を進めてまいりました。４０年間、多くの方々に支えられて歴史を積み重ねてきたこ

とに改めて感謝し、未来につなげていきたいと思います。 

校長  山本 佐知子 
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感謝を意識する 

12 月号 

【勤労】 ①心身を労して（はたらかせて）勤め（仕事）に励むこと 

     ②一定の時間内に一定の労務に服すること 


